
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 0 0

要求額 0 0

決定額 0 0

（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

電話番号：0584-47-6070

E-mail：c23116@pref.gifu.lg.jp

（２）事業内容

81,074 0 0 0

２ 要 求 内 容

収　入
その他 県　債

81,074

　2020年10月に関ケ原町に岐阜関ケ原古戦場記念館を開館した。
　記念館では、関ケ原の戦いに関する理解の増進を目的に関ケ原の戦いに関する資料の収
集や保管、展示及び調査研究を行うため、資料の燻蒸や研磨や展示関連機器のメンテナン
スにより常時資料と展示環境を最適な状態に維持する必要がある。また、2024年10月から
始まる「「清流の国ぎふ」文化祭2024」の開催もふまえ、全国の博物館等と連携した話題
性の高い「特別展」を実施し、さらなる集客を図る必要がある。

81,821

81,821

（１）要求の趣旨（現状と課題）

0

0

747

747

　①展示資料および展示機器の維持管理・保守
　　　・ＩＰＭに基づく文化財の清掃（業務委託）
　　　・新規収集資料の燻蒸（業務委託）
　　　・各種展示機器の保守管理（業務委託）
　②企画展開催
　　　・他館との連絡調整経費
　　　・他館からの収蔵品借上料、資料の運搬、美術保険料
　　　・企画展広報

　2015年3月に策定した「関ケ原古戦場グランドデザイン」に基づき、県が実施する事業で
あるため、県負担が妥当。

　岐阜県美術館、岐阜県博物館及び岐阜県現代陶芸美術館における企画展

0 0 0

（各課様式１）

使用料 財　産区  分

手数料

65,922 0 0 0

事業費

69,821

寄附金

0

一　般
財　源

3,899

予 算 要 求 資 料

令和６年度当初予算 支出科目 款：商工費　項：観光費　目：観光開発費

 ＜財源内訳＞

財 源 内 訳

事 業 名 岐阜関ケ原古戦場記念館展示費

(前年度予算額： 69,82181,821１ 事 業 費 千円)

観光国際部　岐阜関ケ原古戦場記念館　学芸係 



　　県が管理運営する施設での事業であるため県執行が妥当

12,000

2,250

20,500

750

44,896委託料

３ 事業費の積算 内訳

金額

168

1,257

（２）事業主体及びその妥当性

決定額の考え方
　

４ 参 考 事 項

（１）各種計画での位置づけ

81,821

事業内容の詳細

資料収集委員謝礼

資料借用打ち合わせ、資料運搬同行

展示用消耗品、企画展ポスター等印刷、資料破損修繕

美術品保険料（企画展借用資料）

資料燻蒸、資料運搬、映像等設備保守

資料賃借料

展示用備品

事業内容

人件費

旅費

　　　「清流の国ぎふ」創生総合戦略
　　　　Ⅱの３　地域にあふれる魅力と活力づくり
　　　　　(2)次世代を見据えた産業の振興
　　　　　④観光産業の基幹産業化
　　　岐阜県成長・雇用戦略

需用費

役務費

使用料

備品購入費

合計



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R4年度
(R ) 実績

139,917

○指標を設定することができない場合の理由

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

・関ケ原古戦場の更なる魅力を創出し、観光客数の増加を図るとともに、関ケ原古戦場
を核とした周辺地域の周遊観光を推進する。

160,000 200,000 70%

指標名
R5年度 R6年度 終期目標
目標 目標 ( R10 ) 達成率

令
和
２
年
度

①入館者数
150,000

（これまでの取組内容と成果）

・10月21日にオープン。
・常設展示「語り継がれた関ケ原の戦い」
・特集展示「関ケ原の戦いと竹中重門」の開催、市町村連携事業、大河ドラマ連携
事業、教育普及（講演会、上映会、体験プログラム）の実施
・3月までの入館者数は50,418人（有料エリア入館者のみ）

令
和
３
年
度

・春季企画展「物語る戦国合戦」、夏季特集展示「石田三成」、秋季企画展「竹中
半兵衛と重門」、冬季特集展示「新収蔵品展」
・市町村連携事業、夏休み企画「ＭＥＥＴ三成ｉｎ関ケ原」、大河ドラマ連携、ス
タンプラリー、教育普及（講演会、上映会、ワークショップ）
・年間入館者数：91,212人（有料エリア入館者のみ）

指標① 目標：200,000人　 実績：91,212人　　達成率： 45.6 ％

令
和
４
年
度

・春季企画展「錦絵に見る関ケ原合戦の武将たち」、夏季特集展示「ねこねこ日本
史＠関ケ原2020」、秋季特集展示「南宮山のその時その後そして今」秋季企画展
「島津家の関ケ原」、冬季特集展示「関ケ原の陣跡は、どのように比定されたの
か」
・年間入館者数：139,917人（有料エリア入館者のみ）

指標① 目標：200,000人　 実績：139,917人　　達成率： 70 ％

指標① 目標：200,000人　 実績：50,418人　　達成率： 25.2％



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

２ 事業の評価と課題

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 他館との連携及び関ケ原ならではの資料購入を進めることで、魅力的な展示
を行い、来館者数のさらなる増加を目指す。

２

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよう
に取り組むのか
魅力的な展示を継続するために、資料と展示環境を最適な状態に維持することが重要で
あり、継続的に取り組む必要がある。

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課 【○○課】

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

（今後の課題）

実物、複製を問わず常に資料と展示環境を最適な状態に維持する必要がある。企画展
は、話題性の高い資料ほど借り上げ料や保険料等の経費を要し、また受け入れ側の展示
環境の高度な展示環境、管理体制が求められる。

(評価) 幅広い層に受け入れられるとともに、地元の歴史を学ぶ教育旅行先としても
評価され、周遊観光の核のひとつとなっている。

２

(評価) 引き続きコロナ禍の影響がある中で、１５万人近い来館があった。

２


